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知的財産戦略推進事務局 2017 年 12 月 15 日実務者検討委員会 

地域におけるアーカイビングの実際―新潟での実践から― 

原田健一（新潟大学） 

 

 

１．新潟における MALUI 連携 

新潟大学人文社会・教育科学系附置地域映像アーカイブ研究センターでは、新潟地域の生

活のなかにある映像を発掘し、整理・保存を行い、デジタル化をするだけでなく、その内容を

整理、分析し、映像メディアの社会的あり方を考え直し、新たな社会の文化遺産として映像を

甦らせるべく作業を行ってきた。 

現在、教育・研究に関わる MARUI（博物館・文書館・図書館・大学・産業界）において

は、書籍・絵画・古文書・動画・写真・音源などのデジタル化を行い、文化資源として共有化

するために、広く県内全体の文化資源を一元的に管理公開するシステム（MALUI 連携による

統合型データベース）を構築することが、課題となっている。 

 2017 年 3 月より、MALUI 連携に向けて、新潟県立図書館「郷土新聞画像データベース」

（戦前の郷土新聞発行別で約 3 万件（約 20 万紙面）と、新潟大学人文社会・教育科学系附置

地域映像アーカイブ研究センターの新潟大学「にいがた 地域映像アーカイブ・データベー

ス」（写真・動画・音源など約 3 万 5000 点）を統合して、公開・閲覧することができるよう

にした。 

 

２．地域の映像資料の領域 

映像に限らず、メディアは、マス・コミュニケーションから中間的コミュニケーション領

域、さらにはパーソナル・コミュニケーションの領域へとなだらかにつながっている。しか

し、現在、歴史学や民俗学、あるいは写真研究、映画研究においては、映像を映画会社や放送

局のマス・コミュニケーションの映像と、家族写真を代表するパーソナルな映像しか想定して

いないことにある。 

重要なのは、マスとパーソナルの間である、中間的コミュニケーション領域があること

だ。これは、そのまま地域住民のコミュニティの次元に位置する。 

 

３．地域の映像に対する価値の転換 

地域の人びとにとって、大切な写真、動画として考えているのは、既に評価の定まってい

る著名人や有名人や、物が写っているものである。 

 そうした手垢にまみれた価値ではなく、住民が日常生活のなかで、仕事や楽しみなど、なん

らかの必要性があって生み出された映像こそが価値がある。その人びとの生活の上での必要

性には、必ず、人と人との関係性が含まれており、そのことが重要な社会的意味をもつ。つま

り、個人の記録ではなくコミュニティとしての記録としての側面をもつ。（アーカイブ映像と

して、記録のために撮影された映像に欠けているのは、こうした社会性である。記録のための

記録はそれ以上の意味がない。）重要なのは、価値観を変えることである。 
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４．地域の映像は蓄積する場所がある。 

 地域には必ず、資料を残す意思を持った人間がおり、文書だけでなく映像においても同じ

であり、どこかにまとまって存在する。それは、時に、地域の資料として、自治体が設置した

視聴覚ライブラリーや、市史の編さんのために集められることがある。それらの資料は文献資

料に偏っているが、映像資料も多く含んでおり、質的・量的にも優れているものがある。 

それらの資料のデジタル化を促進する必要がある。しかしながら、学芸員の知識が文書や

考古学などの物資料に偏っており、映像資料に対する理解が浅い。映像が重要なのは、誰でも

が見て、すぐに分かることにある。素人にも分かるということは、ある意味で利活用しやすい

ということでもある。多くの学芸員は保存について理解できるが、利活用の視点を欠いてい

る。 

 

５．地域において映像を発掘することにはどういう意味があるのか。 

成果の捉え方の転換が必要である。デジタルアーカイブを構築する過程（住民が自ら参加

しての写真・ビデオなどを提供して見せ合う、さらにそれをプロジェクト・リーダーが整理す

る）を通して、地域コミュニティが活性化することが重要である。地域のアイデンティティ

は語られることで確認され、新たな価値観を生み出す。たいした意味がないと思った映像

が、プロジェクトによって価値があるのだと認識されることは重要である。そのことで、村や

町の見方が変わっていくことになる。 

こうした住民が参加するプロジェクトにすることは、映像に関するさまざまな情報を収集

できることも重要である。また、収集された映像がどう使われるのか、人びとに知ってもらう

ためにも展覧会や、それをまとめた冊子などは非常に重要である。 

※金山町での「村の肖像」プロジェクトについては、「みんなで作る「村の肖像」プロジェ

クト」（『広報 かねやま』631 号 2017 年 7 月）を参照。 

 

６．研究者（専門家）が関与することの必要性と問題。 

教育・研究的利用の促進は特に重要である。学校は昔から、地域コミュニティの中心であ

る。小学校では郷土を学ぶ授業に映像を使ってもらうことは可能だが、意欲のある先生でない

と実現しにくい。授業内容に合わせたパッケージを事前に用意する必要がある。こうしたこと

に大学、研究者の協力は必要である。授業で過去の映像を使うことは、学校外で子どもたちが

祖父母、父母と見た映像のことを話すことで、家族関係やコミュニティが活性化させる。 

また、こうした映像を地域振興－観光や広報に使おうと多くの自治体が考える。しかし、

気をつけなければならないのは、住民の映像は、本来、自分たちの間で使うものであって、一

般公開を目的としたものでないことにある。そのためにも、事前に関係を処理し、了解を求め

る必要が生じる。使える映像を選択してプールしておいた方が問題は生じない。 

こうしたさまざまな問題を処理するには、映像の利活用について理解した専門家（研究

者）がいる必要がある。しかし、現状では、研究者の多くはアクション･リサーチ、現実に関

与しながら調査することに慣れていない。また、そうした調査方法が確立しているわけではな
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い。大学では、アクション･リサーチの技法を学ぶことはない。 

 

７．地域の映像と法的権利 

マス・コミュニケーションの映像の領域は、そのままナショナル、さらにはグローバルな

社会的空間を形成するものであり、こうした領域においては、著作権等の権利処理が必要とな

る。しかし、地域の領域であるローカルにおいては、中間的コミュニケーションとして、ある

一定の限定された領域を形成する。公開する地域の範囲を絞る、あるいは、研究的・教育的利

用、さらには、特定の年代を超過したものは自由利用可能にするなど、ゆるやかな社会的合

意の仕組みが求められる。また、そうした社会的合意形成のために、さまざまな地域単位の

プロジェクトが必要となる。 

また一方で、中間的コミュニケーションからパーソナル・コミュニケーションへと広がっ

ていくにしたがって、プライバシーの問題が大きくなる。一般公開することを前提に写されて

いるなからだ。資料をデジタル化しても、地域コミュニティならではのプライバシーに配慮し

た公開が求められる。 

中間的領域のコミュニケーションの資料をどうバランスをとるかは、自治体の組織や機関

の判断だけでは難しい。大学、民間を含めた中間的な組織の枠組みをつくる必要がある。 

 

８．MALUI 連携による地域データの統合が促進する問題 

地域アーカイブの取組の実例は少なく手探り状態である。そこでの経験やノウハウ・具体

例の共有が必要といえる。その地域や資料に合った工夫や持続可能な枠組みの構築が課題だ

が、それ以上に異なった機関と連携するという、新しい事態に慣れることがまず必要であ

る。 

 また、異なった機関との連携とは、異なった資料・データとの統合であり、それは、本、雑

誌、新聞などの文書から、写真、映画、放送、ビデオなどの映像、レコード、テープなどの音

などさまざまなメディアをつなぐことでもある。 

 異なるメディアをデジタル化するノウハウは異なる。資料保存という観点でも文書と映像の

研究者は統合されていない。さらに、残念なことに、研究は領域別に専門化されている。資料

の内容について検討しようとすれば、それぞれの領域のディシプリンを横断する必要が出てく

る。映像を研究すると、歴史学、民俗学、文化人類学、社会学、メディア研究、写真研究、映

画研究、放送研究、映像学（芸術学）と異なった研究領域が形成されており、その全てを参照

することは確かに難しい。若手の研究者であっても、こうした現実に自覚的でないと、参照し

ようとする努力が少ない。求められる企画力のあるコーディネーターとは、さまざまな研究領

域を参照できる知的好奇心と、専門化しない自覚が必要となる。現在の研究業績、評価のシス

テムからは大幅にずれることになる。 

 

 しかし、研究は分断しているが、現実は、あるいは資料は重層化し融合している。 
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